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令
和
５
年
度
事
業
報
告

第
３
次
中
期
経
営
計
画
の
２
年
目
と
し

て
、
初
年
度
に
引
き
続
き
、
不
断
の
自
己

改
革
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
３

つ
の
基
本
目
標
の
も
と
、
農
畜
産
物
の
生

産
振
興
を
図
り
、
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ

必
要
と
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
、
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

農
業
関
連
で
は
、
県
域
重
点
推
進
６
品

り
組
む
と
と
も
に「
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
並
び
に
経
営
の
安
定
化
」に
向
け
、
行

政
と
連
携
し
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

水
稲
で
は
、
水
稲
座
談
会
等
で
引
き
続

き
米
卸
業
者
か
ら
要
望
の
強
い「
つ
や
姫
」

と「
き
ぬ
む
す
め
」へ
の
品
種
誘
導
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
園
芸
品
目
で
は
、
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
園
芸
産
地
の
育
成
を

図
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
お
い
て
は
、
３
名

が
新
規
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
に
お
い
て
は
、
子
牛
生
産
基
盤
の

拡
充
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
農
業
振
興

支
援
事
業
及
び
行
政
と
連
携
し
た
事
業
の

取
り
組
み
に
よ
る
購
入
、
自
家
保
留
に
よ

る
増
頭
・
更
新
対
策
を
実
施
し
、
耕
畜
連

携
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
水
田
で
の
粗
飼

料（
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
等
）生
産
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
の
面
積
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

②
販
売
事
業

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
消
費
者
の
理

解
醸
成
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
祭
等
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
・
す
い
せ
ん

の
里
で
の
特
売
に
併
せ
、
管
内
の
農
畜
産

物
の
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
、
関
東
圏

で
の
大
型
ス
ー
パ
ー
、
大
阪
の
外
資
系
高

級
ホ
テ
ル
向
け
に「
ぶ
ど
う
」「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
」「
西
条
柿
」の
試
験
販
売
に
取
り
組

み
、
次
年
度
の
本
格
取
引
に
向
け
て
の
商

談
、
現
地
視
察
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

生
産
資
材
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

水
稲
肥
料
・
農
薬
集
約
銘
柄
を
継
続
し
て

取
り
扱
い
、
品
目
統
一
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
営
農
組

合
や
担
い
手
農
家
へ
の
大
型
規
格
品
の
推

進
や
畜
糞
堆
肥
施
用
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
・
す
い
せ
ん
の
里
で

は
、
消
費
者
が
求
め
る
安
全
・
安
心
な
農

畜
産
物
の
安
定
供
給
に
一
層
努
め
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
を
柱
と
し
た
農
畜
産
物

の
更
な
る
消
費
拡
大
に
向
け
、
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

し
た
。

ま
た
、
各
部
署
が
連
携
し
、
ミ
ニ
展
示

会
の
開
催
や
紙
面
展
示
会
・
通
信
販
売
の

実
施
な
ど
、
幅
広
い
提
案
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

④
信
用
事
業

生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化
と
し

て
、
相
続
相
談
の
対
応
及
び「
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」を
中
心
に
次
世
代
へ
の
資
産

形
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
資
金
利
用
者
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト（
イ
チ
ゴ
狩
り
）を
実
施
し
て
利

用
者
の
満
足
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

農
業
融
資
に
お
い
て
は
、
支
店
・
営
農

担
当
部
署
・
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

農
業
者
へ
低
利
で
利
用
し
や
す
い
農
業
資

金
の
相
談
及
び
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

⑤
共
済
事
業

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・
農
業
」の
総

合
保
障
の
提
供
に
向
け
、
組
合
員
・
利
用

目
を
は
じ
め
と
し
た
振
興
作
物
の
生
産
拡

大
に
向
け
て
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た

産
地
化
の
取
り
組
み
や
市
場
出
荷
に
加
え
、

直
接
販
売
の
強
化
に
よ
る
有
利
販
売
に
取

り
組
み
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
農
畜
産

物
の
供
給
と
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。信

用
関
連
で
は
、
生
活
メ
イ
ン
バ
ン

ク
機
能
の
強
化
と
し
て
次
世
代
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り
利
用
者
の
満
足
度
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

共
済
関
連
で
は
、
総
合
保
障
の
提
供
に

向
け
、
契
約
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
活
動
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

更
に
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
女
性
部
と

連
携
し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂

へ
の
支
援
米
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
者
・
女
性
部
健
診
の
実
施
な
ど
、

健
康
増
進
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

①
営
農
指
導
事
業

第
３
次
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農

計
画
の
地
区
本
部
基
本
方
針
と
重
点
実
施

事
項
の
実
践
に
加
え
、
国
の
肥
料
価
格
高

騰
対
策
事
業
の
申
請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
担
い
手
対
策
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る

担
い
手
へ
の
訪
問
を
実
施
し
、
情
報
の
収

集
・
提
供
と
提
案
型
支
援
を
継
続
的
に
取

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
６
月
18
日
、

島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す

て
ら
す
に
お
い
て
、
第
10
回
地
区
本
部
総

代
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

管
内
各
地
区
の
総
代
定
数
69
名
の
う
ち

46
名
の
総
代
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
令
和
６
年
度
事

業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
本
部
総
代
説
明
会
開
催

第10回
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財務・事業成績の推移� （単位：百万円）
区　　分 項　　　　目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

財　　務
事業利益 2 1 1 6 
経常利益 75 61 76 81 
当期剰余金 66 △ 33 48 63 

信用事業 貯金 51,324 51,593 52,102 50,226 
貸出金 13,963 14,420 13,089 13,582 

共済事業 長期共済保有高 174,061 167,529 160,093 153,428 
短期共済新契約掛金 553 541 530 519 

購買事業 購買品供給高 2,216 1,178 2,735 2,802 
販売事業 販売品販売・取扱高 3,037 3,234 3,179 3,345 

業績還元実施額 0 0 ー 1
（注１）財務項目は本店配賦後。貯金は譲渡性貯金を含みます。
（注２）購買品供給高及び販売品販売高は総額で記載しており、損益計算書における金額とは一致しません。

者
へ
日
頃
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
加
入
内
容
の
説
明
と
保
障
点
検
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
生
活
様
式
へ
の
対
応
と

し
て
、
電
話
や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
契
約

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。地

域
貢
献
活
動
と
し
て
交
通
事
故
の
防

止
を
目
的
に
、
大
田
市
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

（
12
基
）、
大
田
市
交
通
安
全
協
会
へ
夜
光

反
射
材（
１
０
０
本
）を
寄
贈
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画

⑴
基
本
方
針

当
地
区
本
部
及
び
管
内
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
営
農
に
不
可
欠
な
肥
料
や
飼

料
、
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
中
、「
食
」

を
支
え
る「
農
」の
生
産
現
場
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
役
割
を
引
き

続
き
担
う
た
め
、
と
り
わ
け
生
産
振
興
と

地
域
共
生
・
地
域
活
性
化
を
更
に
発
展
さ

せ
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
地

域
農
業
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
も
懸
念
さ
れ

る
中
、
信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
低
下
等
、

地
区
本
部
運
営
に
つ
い
て
は
年
々
厳
し
さ

を
増
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、「
持
続
可

能
な
地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立
」と

Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
農
業
振
興
を
実
践
し

て
い
く
た
め
に
事
業
内
容
の
見
直
し
を
含

め
た
業
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減
の
徹
底

に
よ
る
事
業
収
支
改
善
を
図
り
、
強
固
な

経
営
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
事
業
改
革
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑵
事
業
方
針

①
営
農
・
農
業
振
興

地
域
農
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
行
政

と
連
携
し
、
集
落
営
農
の
組
織
化・法
人
化・

新
規
就
農
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
の
酪
農
・
養
鶏
部
門
に
お
い
て
は
、

各
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
品
質
向
上
・

衛
生
対
策
・
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
、
肉

用
牛
部
門
で
は
、「
石
見
銀
山
和
牛
」の
取

り
扱
い
拡
大
を
図
り
、
県
央
地
区
畜
産
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
飼
養
管
理
の
充
実
を

図
り
、
市
場
成
績
の
向
上
と
預
り
頭
数
の

増
加
に
繋
げ
ま
す
。

米
穀
・
園
芸
部
門
に
お
い
て
は
、
堆
肥

等
を
利
用
し
た「
米
生
産
」「
飼
料
用
作
物
」

の
コ
ス
ト
削
減
・
省
力
化
・
高
品
質
化
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
水
田
を

活
用
し
た
園
芸
の
産
地
化
を
推
し
進
め
る

た
め
、
水
田
に
て
新
た
に
県
園
芸
推
進
品

目
生
産
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る
農
業
者
へ

の
支
援
を
関
係
機
関
と
と
も
に
取
り
組
み

ま
す
。

②
く
ら
し
の
活
動

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
実

現
の
た
め
の
活
動
と
し
て
、「
食
と
農
」を

機
軸
に
、
組
合
員
や
地
域
住
民
参
加
型
の

生
き
が
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
女
性
・
青
年
組
織
と
の
更
な
る

連
携
に
よ
り
、
組
織
活
動
の
活
性
化
と
教

育
文
化
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
信
用
事
業

地
域
農
業
を
支
え
る
農
業
メ
イ
ン
バ
ン

ク
、
地
域
の
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
他
部
署
と
連

携
し
た
取
り
組
み
や
相
談
機
能
充
実
の
た

め
の
人
材
育
成
を
推
し
進
め
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
必

要
と
な
る
態
勢
整
備
や
業
務
の
効
率
化
に

努
め
ま
す
。

④
共
済
事
業

組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を
守
り
、

地
域
農
業
・
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

を
展
開
し
、
組
合
員
・
利
用
者
へ「
安
心
」

と「
満
足
」を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
生
活
様
式
に
対
応
す
る
た
め
、
非
対
面

で
の
３
Ｑ
活
動
や
保
障
診
断
を
実
施
す
る

と
と
も
に
多
様
化
す
る
組
合
員
・
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
信
用
事
業
と

の
連
携
強
化
と
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

⑤
購
買
事
業

生
産
資
材
部
門
で
は
、
水
稲
集
約
銘
柄

一
発
肥
料
や
畜
糞
堆
肥
の
普
及
拡
大
、
担

い
手
農
家
向
け
大
型
規
格
農
薬
の
提
案
、

園
芸
品
目
の
出
荷
資
材
の
統
一
を
図
り
、

コ
ス
ト
低
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
多
様

化
す
る
購
買
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、

特
定
の
品
目
か
ら「
Ｅ
Ｃ
取
引（
Ｗ
ｅ
ｂ
受

注
）」の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

生
活
部
門
で
は
、
事
業
の
効
率
化
に
努

め
な
が
ら
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
・
す
い
せ

ん
の
里
で
は
、「
安
全
・
安
心
・
新
鮮
」に

こ
だ
わ
っ
た
地
元
大
田
市
産
農
畜
産
物
の

販
売
を
中
心
と
し
た
、
Ｊ
Ａ
ら
し
い
魅
力

あ
る
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
利
用（
葬
祭
）事
業

計
画
的
な
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
葬
儀
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を

強
化
し
、
組
合
員
・
利
用
者
に
満
足
い
た

だ
け
る
葬
儀
施
行
に
努
め
ま
す
。
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

邇
摩
高
校
に
支
援
金
贈
呈

● 

第
13
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園

1
TOPICS

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
７
月
８

日
に
島
根
県
立
邇
摩
高
等
学

校
を
訪
れ
、
高
校
生
の
神
楽

甲
子
園
出
場
支
援
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
同
校
の
渡
邊
勝

義
校
長
は「
郷
土
芸
能
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
材
育
成
に

活
か
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

同
校
の
石
見
神
楽
部
は
、

平
成
28
年
に
同
好
会
と
し
て

発
足
後
、
地
元
社
中
に
所
属

し
て
い
た
歴
代
の
部
員
を
中

心
に
引
き
継
が
れ
、
平
成
30

年
に
は
石
見
神
楽
部
と
な
り

ま
し
た
。
７
月
20
日
か
ら
全

国
22
校
が
出
場
し
て
広
島
県

安
芸
高
田
市
で
開
催
さ
れ
た

『
第
13
回
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園
』で
は
、
演
目『
天
孫

降
臨
』を
舞
い
ま
し
た
。

神
楽
は
、
秋
の
収
穫
を

神
々
に
感
謝
す
る
た
め
舞
い

継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農

村
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
Ｊ

Ａ
共
済
連
で
は
、
人
材
育
成
、

地
域
づ
く
り
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
高
校
生
の
神
楽
活

動
に
対
し
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

2
TOPICS

石
見
銀
山
研
修
で
丁
銀
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座『
菜
根
館
』

７
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀

山
地
区
本
部
は
、
素
敵
な
シ

ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座『
菜

根
館
』の
３
回
目
と
な
る
講

座『
石
見
銀
山
遺
跡
研
修
会
』

を
大
森
町
の
石
見
銀
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
同
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
か
ら
展
示
室
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
石
見
銀

山
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
中
で
も
、
最
新
技

術
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
）や
球
面
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
Ｖ

Ｒ
銀
山
シ
ア
タ
ー
で
の
大
久

保
間
歩
の
体
感
は
、
立
ち
入

る
こ
と
が
困
難
な
非
公
開
の

坑
道
部
分
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
魅
力
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

最
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

丁
銀
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
丁
銀
ス
ト

ラ
ッ
プ
づ
く
り
で
、
受
講
生

は「
初
め
て
丁
銀
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
っ
た
の
で
楽
し
か
っ

た
」「
１
人
で
は
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
皆

さ
ん
と
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

渡邊勝義校長（左）に西村雄一統括支店
長が趣意書・目録を手渡して激励

ＶＲゴーグルと ＶＲ銀山シアターで非公開の坑道を体感

熱い金属を型に流し込み、加工・細工して、丁銀ストラップの完成です

ジオラマで石見銀山遺跡の全体像を確認

14
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■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。

櫛山城跡
温泉津湾の入り口に位置する櫛島に築かれた温泉氏の居
城の一つ。かつては元

げん

寇
こう

防塁の石見十八砦の一つであっ
たともいわれる

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～

岩
山
城
の
戦
い
の
中
、
周
辺
の
国
人
領
主
は
、
守
り
を

固
め
て
警
戒
は
し
て
い
た
。
本
城
常
光
の
仲
立
ち
も
あ
っ

て
恭
順
の
意
を
表
し
て
い
た
山
中
要
害
山
城
の
富
永
元

保
や
旭
山
城
の
波
根
泰
次
は
所し

ょ

領り
ょ
う

安あ
ん

堵ど

を
許
さ
れ
て
お

り
、
尼
子
方
を
貫
く
岩
山
城
と
異
な
り
、
松
山
城
も
金

子
城
も
攻
め
ら
れ
る
理
由
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
元
就
は
、
尼
子
方
の
西
の
拠
点
で
あ
る
両
城
は
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
し
て
、
降こ

う

伏ふ
く

を
認
め
な
い
と

攻
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

松
山
城
は
西
側
が
沼
地
、
城
山
全
体
に
松
の
木
が
迷

路
状
に
茂
っ
て
い
る
の
が
護
り
の
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
毛

利
軍
は
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
、
風
の
強
い
日
に
火
を
か
け

た
。
炎
に
包
ま
れ
窮
地
に
陥
っ
た
城
方
は
、
沼
地
の
中
に

石
を
並
べ
て
沈
め
て
お
い
た
秘
密
の
抜
け
道
を
使
い
金
子

城
に
向
か
っ
て
血け

つ

路ろ

を
開
こ
う
と
撃
っ
て
出
た
が
、
＊
１
衆し
ゅ
う

寡か

敵て
き

せ
ず
、
城
主
佐さ

波わ

奥お
く

連つ
ら

は
野
井（
長
久
町
）で
討
死

し
た
。

ま
た
、
街
道
が
交
わ
る
要
衝
に
位
置
す
る
金
子
城
は

居
館
の
よ
う
な
城
で
、
周
辺
を
焼
き
払
わ
れ
る
と
城
主
の

渋
谷
憲の

り

順か
ず

は
抵
抗
を
止
め
、
開
城
し
た
後
に
武
士
を
捨

て
た
。

枯
三
太
か
ら
そ
れ
ら
の
経
過
を
聞
き
、
愕が

く

然ぜ
ん

と
な
っ
て

い
た
常
光
と
経
四
郎
に
石
見
城
の
服
部
治じ

部ぶ

か
ら
、
更
な

る
驚
き
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
戦
い
を
終
え
た
小
笠
原
長な

が

雄か
つ

が
指
揮
す
る
毛
利
軍
の
使
い
番
か
ら
、「
海
岸
沿
い
を

西
に
向
か
う
た
め
、
軍
勢
が
領
内
を
通
過
す
る
」と
連
絡

を
受
け
た
と
い
う
。
ど
こ
に
向
か
う
と
い
う
の
か
。
道
が

違
う
の
で
は
な
い
か
。

元
就
は
、
降ご

う

露ろ

坂ざ
か

の
戦
い
で
寝
返
っ
て
刃や
い
ば

を
向
け
た
過

去
の
あ
る
温ゆ

泉の

氏
の
帰
順
を
＊
２
反ほ

故ご

に
し
、
軍
勢
を
差

し
向
け
た
の
で
あ
っ
た
。
突
如
、
毛
利
軍
に
囲
ま
れ
た
温ゆ

泉の

城（
温
泉
津
町
湯
里
）は
、
小
城
や
砦
を
含
め
て
一ひ
と

溜た
ま

り
も
な
く
落
城
。
戦
の
準
備
を
す
る
間
も
な
か
っ
た
城

主
温
泉
英ひ

で

永な
が

は
、
海
に
囲
ま
れ
護
り
の
堅
い
櫛く
し

山や
ま

城（
温

泉
津
町
温
泉
津
沖
泊
）に
逃
げ
込
ん
だ
。
し
か
し
、
海
路

波
根
湖
か
ら
到
着
し
た
毛
利
水
軍
が
、
城
を
囲
み
岩
山

城
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
火ひ

矢や

を
放
っ
た
た
め
、
孤
立
無

援
の
城
は
炎
に
包
ま
れ
落
城
。
英
永
は
広
瀬
に
逃
亡
し

た
の
で
あ
っ
た
。

本
城
常
光
の
動
き
は
、
毛
利
方
と
な
っ
た
そ
の
日
か
ら

注
視
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
は
い
た
。
元
就
と
し
て
は
、

常
光
に
必
要
以
上
の
影
響
力
を
持
た
せ
た
く
な
い
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
め
の
う
ち
は
黙
っ
て
見
て
お

き
、
事
あ
れ
ば
付
け
込
も
う
と
手て

薬ぐ
す

煉ね

引
い
て
待
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
松
山
城
や
温
泉
城
等
の
落
城
は
、
毛

利
へ
の
帰
順
を
取
り
持
っ
た
常
光
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
東
石
見
の
主
導
権
を
元
就
に
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
今
、
何
か
手
を
打
た
な
く
て
は
と
経
四
郎
は
焦
っ

た
が
、
表
面
上
は
毛
利
と
敵
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
挽
回
し
よ
う
に
も
策
が
無
い
。

元
就
の
命
に
従
い
軍
勢
を
指
揮
し
た
小
笠
原
長
雄
か

ら
は
、
後
日
、「
我
々
の
微
妙
な
立
ち
位
置
か
ら
事
前
に

知
ら
せ
る
こ
と
を
憚は

ば
か

っ
た
」と
銀
菜
を
介
し
た
連
絡
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
長
雄
と
常
光
の
間
に
楔く

さ
び

を
打
っ
て

お
こ
う
と
す
る
元
就
の
意
図
を
感
じ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

慎
重
な
長
雄
が
、
＊
３
徹て
っ

頭と
う

徹て
つ

尾び

に
攻
め
る
様
を
見
る
と
、

尼
子
の
力
が
退
潮
傾
向
の
今
、
日
に
日
に
毛
利
攻
勢
の
波

が
増
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
勿
論
、
元
就
が
こ
の
機

を
逃
す
は
ず
も
な
く
、
次
々
に
手
を
打
っ
て
く
る
。
策

士
元
就
の
眼
を
意
識
さ
せ
、
国
人
領
主
た
ち
に
不
気
味

で
恐
怖
に
も
似
た
感
情
を
持
た
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
度
も
、
滅
ぼ
さ
れ
た
領
主
た
ち
の
末
路
は
、
生

き
残
っ
た
者
た
ち
へ
の
無
言
の
圧
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

安あ
き
の芸
国く
に

の
弱
小
豪
族
か
ら
数
々
の
試
練
を
切
り
開
き
戦

国
大
名
に
の
し
上
が
っ
た
元
就
。
既
に
他
を
圧
倒
す
る

力
を
持
ち
、
国
人
領
主
た
ち
へ
の
心
理
戦
を
展
開
で
き

る
＊
４
着ち
ゃ
く

眼が
ん

大た
い

局き
ょ
く

の
元
就
。
か
つ
て
、
尼
子
経
久
も
警
戒

し
た
元
就
の
策
略
と
駆
け
引
き
は
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、

経
四
郎
は
役
者
の
違
い
と
自
ら
の
無
力
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。　　
　
　
　
　
〈
次
回
に
続
く
〉

＊1 衆寡敵せず…�少数では多数に敵
かな

わない
＊2 反故…�約束など無かったことにする
＊３ 徹頭徹尾…�徹底的に一つの方針で
＊４ 着眼大局…�物事の全体を把握して、目の付け所

を誤らない
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令
和
６
年
７
月
17
日

みんなの直売市情報

丹波職員の
独り言

丹波職員の
独り言

９月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里

７月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

石見銀山地区本部管内 ７月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

７月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【メス】

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 9 592,900 245,300 415,067 -104,133 16,925 290 293
中央 112 635,800 202,400 466,312 -29,871 -6,292 284 289
県 169 676,500 202,400 446,242 -49,941 -11,861 288 292

ヌキ
管内 23 587,400 305,800 494,809 -4,422 -41,800 328 280
中央 135 825,000 226,600 533,003 -33,225 -15,856 315 280
県 216 825,000 192,500 540,008 -26,220 -9,785 325 285

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 山口 大國　裕紀 288 242 北美津久 美穂国 忠富士 安平

2 志学 西谷　悟郎 317 293 美津金幸 福之姫 藤平茂 
(事業団) 第6栄

3 朝山 岩谷　洋司 305 281 美津照重 隆之国 安福久 金幸

4 富山 吉田　　勲 294 332 福之鶴 幸紀雄 安福久 第1花国

5 長久 中 原 牧 場 281 282 茂勝栄 美国桜 華春福 安福久

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 富山 白石　　祐 365 271 福之姫 若百合 耕富士 美穂国

2 富山 竹下　　満 320 299 福之姫 安福久 勝忠平 安平照

3 志学 高田　雅晴 319 280 福之姫 安福久 勝忠平 北国7の8

4 富山 白石　　尚 330 296 安亀忠 耕富士 美穂国 安福久

5 久手 川上　　泉 344 285 福之姫 安福久 百合茂 茂重桜

【ヌキ】

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

▶
来
月
も
頑
張
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

山
口
町

 

大
國　

太
陽 

さ
ん

ヌ
キ
最
高

富
山
町

 

白
石 

理
來 

さ
ん
（
右
）

 　
　

 

実
結 

さ
ん
（
左
）

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

きゅうり・菊・ピーマン・しびき・
大玉トマト・中長なす・長なす・
箱 寿 司・ ミ ニ ト マ ト・ オ ク ラ

き ゅ う り・ ト マ ト・ 中 長 な す・
みょうが・しびき・キャベツ・オクラ・
たけ のこの 水 煮・さか き・ 糸 瓜

23,415点

1,983点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

梅雨も終わり、暑さも一層厳しくなってきました。最近は、夜間の気温が30℃を下
回らない超熱帯夜の日もあります。エアコンの活用や水分補給等の熱中症対策をおと
りください。
さて、JAグリーンおおだでは、夏野菜が盛りだくさんになってきました。なすび・きゅ
うり・ピーマン・トマト・かぼちゃ・アスパラガス等の新鮮野菜、ゆのつメロンや地
元のぶどう等果物も豊富に取り揃えています。旬の野菜・果物で、元気にこの夏を乗
り切りましょう！
これからも新鮮、安心の地産地消をテーマに、皆様のご来店を職員一同心よりお待
ちしております。

9月13㊎日 ㊏
日14・

　8月に入り、生産者の皆様、秋作の準備はいかがでしょうか。今年は昨年と違う作物を１つ育てて
みてはいかがでしょうか。産直会員の皆様のお力で、産直出荷台が更に活気ある場所になるよう
よろしくお願いいたします。残暑厳しい日々ですが、産直野菜の出荷をお待ちしております。

JAグリーンおおだより
出荷者の皆様へ
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

私
の
食
育
日
記

骨
を
作
る
食
事
を
し
よ
う

先
日
、
息
子
が
運
動
中
に
骨
折
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
診
断
は
全
治
１
、２
カ

月
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ
が
大
人
に

な
る
と
そ
の
倍
の
時
間
が
か
か
る
そ
う
で

す
。
成
長
期
の
子
ど
も
の
力
は
す
ご
い
で

す
ね
。
し
か
し
、
骨
は
成
長
す
る
と
き
や

骨
折
の
と
き
だ
け
新
し
く
作
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
っ
て
も
常

に
古
い
骨
が
壊
さ
れ
、
新
し
い
骨
が
作
ら

れ
る
と
い
う
新
陳
代
謝
を
し
て
い
ま
す
。

年
を
重
ね
て
、
そ
の
壊
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド

に
対
し
て
作
ら
れ
る
力
が
追
い
付
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
骨
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
骨
を
作
る
こ
と
は
、

誰
も
が
い
つ
で
も
必
要
な
の
で
す
。

骨
を
作
る
上
で
一
番
大
切
な
の
は
カ
ル

シ
ウ
ム
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
他
の
栄
養

素
に
比
べ
て
吸
収
率
は
低
め
で
す
が
、
骨

を
作
る
だ
け
で
な
く
、
生
命
維
持
の
た
め

に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、

骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
し
て
使
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
余
る
と
骨
に

た
め
込
み
ま
す
。
骨
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯

蔵
庫
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
め
込
ん
で
い
る

骨
の
方
が
強
い
骨
と
い
え
ま
す
。
な
の
で
、

私
た
ち
は
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し

な
い
よ
う
食
事
か
ら
摂
取
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
に
は
牛

乳
な
ど
の
乳
製
品
や
小
魚
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
小
松
菜
や
厚
揚
げ
な
ど
に
も

多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

を
一
緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
高
め
て
く
れ
る
た
め
、
キ
ノ
コ

類
や
サ
ケ
、
卵
な
ど
も
併
せ
て
食
べ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
小
松
菜
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｋ
や
海
藻
や
豆
腐
な
ど
に
含
ま
れ

る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
骨
を
作
る
手
助
け
を

し
て
く
れ
ま
す
。

わ
が
家
で
は
キ
ノ
コ
や
サ
ケ
を
チ
ー
ズ

焼
き
や
グ
ラ
タ
ン
に
し
た
り
、
小
松
菜
や

厚
揚
げ
の
お
み
そ
汁
に
牛
乳
を
入
れ
た
り

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
と
乳
製
品
を
合

わ
せ
た
レ
シ
ピ
に
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
適

度
な
運
動
や
日
光
浴
を
す
る
こ
と
で
元
気

な
骨
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

■
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
毎
日
暑
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
！

�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
何
度
も
テ
レ
ビ
で
詐
欺
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
す
。
誌
上
で

も
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
騙
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
。
今
一
度
、
自
分
に
問
い
直
し
て
み
よ
う
。�

（
Ｙ
さ
ん
）

■
連
日
、
お
サ
ル
さ
ん
と
に
ら
め
っ
こ
。
ほ
と
ほ
と
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
荒
地
に
す
る
訳
に
も
い
か
ず
、
嫌
に
な
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。�

（
Ｉ
さ
ん
）

■
以
前
の「
健
康
豆
知
識
」が
楽
し
み
で
し
た
が
、
今
は「
健

康
散
歩
」を
健
康
知
識
と
し
て
読
み
、
元
気
で
過
ご
す
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。�

（
Ｍ
さ
ん
）

■
今
年
は
、
稲
穂
も
出
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
保
有
米
が
底

を
突
き
そ
う
で
す
。
生
ま
れ
て
初
め
て
お
米
を
買
っ
て
食
べ

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
悲
し
い
米
農
家
で
す
。�（
Ｓ
さ
ん
）

■
新
鮮
で
安
く
、
生
産
者
の
顔
も
分
か
る
の
で
、
安
心
し
て

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。
先
日
、
ち
ょ

う
ど
割
引
の
日
だ
っ
た
よ
う
で
、
レ
ジ
で
値
引
き
し
て
あ
り
、

喜
び
が
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
日
本
勢
の
活
躍
に
勇
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
寝
不
足
で
す
。�

（
Ｍ
さ
ん
）（Tさん）
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年金無料相談

①

②

③

８月25日（日） JA仁摩支店
☎0854-88-2120

複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00 ～ 12：00

外勤日（ふれあいの日）は

18日（水）・19日（木）・20日（金）

※９月18日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

９月の

　フリーアナウンサー
　　谷　夏海さん

地元の食材を美味しく調理
辻調理師専門学校卒業、3人の子育て中

「夏こそ野菜！地元の野菜をしっかり食べよう♪」
～８月編～

今月の料理

①夏野菜のトムヤムクンフォー
＜材料（２人分）＞
　・長なす　1/4本程度　　・玉ねぎ　1/2個程度　　・赤パプリカ　1/8個程度
　・ミニトマト　４個　　・しめじ　1/2株程度
　・黄・緑ズッキーニ　各1/2本程度　　・レモン　２切れ
　・バジル　お好みの量　※パクチーもよく合います
　・赤エビ（頭込み10㎝位）　４尾
　　※他のエビや鶏肉でも代用できますが、赤エビは出汁がよく出ます
　・フォー（乾麺）　120g　※そうめんでも代用OK!　　・油　少量

【スープ】
　・水　1L（５カップ）　　・トムヤムクンの素　大さじ１
　・ナンプラー　大さじ１　　・みりん　大さじ１
　・顆粒コンソメ　大さじ３　　・オイスターソース　小さじ１と1/2
　・塩コショウ　少々
＜作り方＞
　❶ ‌�長なすは皮をピーラーで縞

しま
目に剥き半月切り、玉ねぎと赤パプリカは大きめの角切り、黄・緑ズッキーニは大きめの

半月切り、レモンはスライスする。
　❷ ‌�玉ねぎ、赤パプリカ、黄・緑ズッキーニは、電子レンジ500Wで５分温める。
　❸ ‌�大きめの鍋に、【スープ】の材料、長なす、しめじ、玉ねぎ、赤パプリカ、黄・緑ズッキーニ、ミニトマト、赤エビを入れ、

野菜が軟らかくなるまで煮る。
　❹ ‌�沸騰したお湯でフォーを５〜６分位茹で、湯を切った後、フォーに油を絡める。
　❺ ‌�お皿にフォーとスープ（❸）、具材をのせ、レモン、バジル（あればパクチー）を飾り完成！
②コールスローサラダ
＜材料（２人分）＞
　・キャベツ　1/2玉程度　　・にんじん　1/2本程度　　・にんにく　1/2片
　・コーン　大さじ２　　・マヨネーズ　大さじ３強
　・らっきょう酢　大さじ３　　・塩コショウ　お好みの量
　・砂糖　小さじ２　　・顆粒コンソメ　小さじ２
　・ブラックペッパー　お好みの量
＜作り方＞
　❶ ‌�キャベツ、にんじんは千切りにする。
　❷ ‌�耐熱容器にキャベツ、にんじん、らっきょう酢、塩コショウ、顆粒コンソ

メを入れ、電子レンジ500Wで５分温める。
　❸ ‌�絞って水分を切った野菜の中に、マヨネーズ、すりおろしたにんにく、砂

糖を入れて混ぜる。
　❹ ‌�お皿に盛り、コーンをのせ、ブラックペッパーをかけて完成！
③バナナフランベ
＜材料（２人分）＞
　・バナナ　２本　　・バター（有塩）　20g
　・ラム酒　大さじ３　※ラム酒は、お菓子作り用の小瓶が市販されています
　・黒糖（粉状）　50g　　・水　大さじ１　　・バニラアイス　50g程度×２人分
　・ミント　お好みの量
＜作り方＞
　❶ ‌�フライパンに、バター、ラム酒、黒糖、水、バナナを入れ煮詰める。
　❷ ‌�泡が出てきてとろみがついたら、バニラアイスの上にソース（❶）をかけ、ミントを添えて完成！

提供：JAしまね石見銀山地区本部
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月
21日
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行
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１
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行
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